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 我々の認知は、脳が目や耳などの感覚器官から入ってくる入力を刺激として
受け取り、その入力由来の電気活動が神経回路網で誘発されることによって成
立する。従って脳の高次な認知機能の解明には、神経回路網レベルでの応答機
構の解析が必須である。脳の基本的な機能を維持した分散培養神経回路網は神
経回路網内のダイナミクスを操作・実験出来る系であり、外界と神経回路網の
入出力を詳細に解析するのに適している。神経回路網の活動パターンの制御と
いう、脳における記憶の細胞学的機構と考えられる現象は、分散培養により再
構成した半人工的な神経回路網においても観察されている。 
特に、ある神経ネットワークの活動状態が保持されるという神経回路網ダイ
ナミクスは神経回路網における情報表現である可能性が高い。本研究では、神
経回路網への入力が一定時間保持される履歴性が培養神経回路網においても発
現していることを明らかにした。75-175 DIV 程度の長期培養した培養神経回路
網において、事前の入力の有無に依存して入力に対する応答が変化する履歴現
象が発現した。この履歴現象は 25-40 DIV 程度の比較的短期間培養した神経回
路網では発現しない。長期培養した神経回路網において確認された履歴現象に
おいて、応答活動パターンは連続した 2発刺激の刺激間隔に依存して変化した。
履歴の持続時間は 1 sから 2.5 s 程度の時間スケールを持っていた。また、培
養液条件下では履歴現象を発現しない 25-40 DIV 程度の比較的短期間培養した
神経回路網においても、Mg2+不含細胞外記録溶液下で神経伝達を増強した状態で
は履歴現象が確認された。これらの結果から、履歴現象の発現には神経細胞間
の電気信号伝達の十分な活性化が必須であることが明らかとなった。さらに免
疫組織染色の結果から、本研究で用いた培養系には神経幹細胞が長期間維持さ
れている可能性が明らかとなり、履歴現象を含む神経回路網の機能維持に神経
新生が関わっている可能性が示唆された。 
本系において分散培養された神経回路網は履歴現象を発現し、その履歴現象は
神経回路網内の複雑な動力学的「状態」の形成によって成立していると考えら
れる。この神経回路網における「状態」の性質を詳細に解析することは脳情報
処理を理解する為の基盤となると考えられる。 
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